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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

放射線量の高かった避難指示区域等では、表土剥ぎ＋客土による農地除染が行われ、土壌肥
沃度の低下とばらつきが懸念されている。そこで、複数の地域のほ場から土壌を採取し、土壌
肥沃度の指標となる土壌炭素含有率を測定した結果、大きなばらつきがあるが、その程度は地
域やほ場によって一様ではないことが明らかになった。 

（１） ４地域（５ほ場）の除染後農地において任意の 20～50 点を採取し、調査した結果、土壌炭
素含有率に大きなばらつきが見られ、いずれのほ場でも県の土壌改良目標値（約 1.2％）に
満たない地点が局在していた（図１）。 

 
２ 期待される効果 

（１） 除染後農地において農作物の安定生産を図るうえでの基礎資料となる。 
 
３ 活用上の留意点 

（１） 土壌炭素含有率を高めるには堆肥や緑肥による土づくりが効果的であるが、土壌肥沃度の
改善には比較的長時間を要する。 

（２） A 町は飼料作物の作付後、B 町は水稲収穫後、C 町と D 町は保全管理中（未作付）のほ場
を調査した。 

  



   
Ⅱ 具体的データ等 

図１ ４地域（５ほ場）の除染後農地における土壌炭素含有率の分布実態（2023 年） 

注 縦線（※）は福島県における土壌改良目標値（腐植 2％≒炭素含有率 1.2％） 
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